
高齢者福祉計画に基づく主要な事業の取り組み 令和6年度期末

８　安全・安心な暮らしの確保

R6実績 R7 R8

1

住⺠や関係
機関等の虐
待防⽌意識
が高まる

・専門職向けの研修
・みのわの実12月号掲載

・専門職向けの研修
・みのわの実での啓発
・認知症ケアや家族介護者
支援等での啓発

・専門職向けの研修
・みのわの実での啓発
・認知症ケアや家族介護者
支援等での啓発

小山
川﨑

2

迅速・適切
な対応がで
きる体制整
備

・権利擁護ネットワーク連
携協議会開催・顔の⾒える
関係づくり
・虐待困難ケースの個別会
議開催

・権利擁護ネットワーク連
携協議会開催・顔の⾒える
関係づくり
・虐待困難ケースの個別会
議開催
・地域ケア会議等による課
題共有、課題集約

・権利擁護ネットワーク連
携協議会開催（地域ケア会
議を踏まえた課題共有）
・虐待困難ケースの個別会
議開催
・地域ケア会議等による課
題共有、集約

小山
川﨑

3
成年後⾒制
度の理解促
進

・成年後⾒申⽴て件数増加に
伴う人員体制強化
・市⺠後⾒人の育成・支援
・適切なタイミングで利⽤検
討できるようにする
＊４との関連

・関係者間での
制度理解を進め
る

・みのわの実10月号掲載
（成年後⾒制度を漫画で説
明）
・終活セミナ（3/15）

小山
川﨑

4

⾦銭管理の
需要増を⾒
越した市⺠
後⾒人の増

・市⺠後⾒人との関わりづく
り（町内活動者）
・市⺠後⾒人活動の周知
・町としての法人後⾒のあり
方の検討

・市⺠後⾒人募
集における実際
の活動紹介、周
知

・市⺠後⾒人及び受任機関
の育成・支援（町内1名受
講）
・社協と法人後⾒の在り方
について意⾒交換実施

・市⺠後⾒人の町内の活動
者へのインタビューを広報
に載せる
・市⺠後⾒人養成講座の町
内受講者数を増やす
・法人後⾒のあり方につい
ての検討

・法人後⾒体制発⾜

小山
川﨑

5
身寄りのな
い方への支
援

・身寄りのない方（障がい者
の高齢化）の増加
・⾦銭管理、身元保証、社協
日自、独自サービス等との連
携支援
・社会的孤⽴による緊急時対
応（親族情報等の確認）の必
要性

身寄りのない方
への支援、関係
づくりの構築

身寄りのない方への支援に
ついて、支援者、当事者か
ら声を拾い上げる

・支援者、当事者から出た
意⾒に対して、支援の仕組
みづくりを検討し、権利擁
護ネットワーク連携協議会
の中で協議していく

仕組みづくりを周知させて
いく。

小山
川﨑

〇計画に定める成果指標のうち本事業に関連のあるもの　

NO 回数

1 1回

2 1回

3 ２回

〇その他取組の実績

NO Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6

1 16 13 6

2 16 12 4

3 28 23 19

2 4 4

④ その他

成年後見制度申立支援　相談件数

　うち町長申立の件数

内容 備考

虐待に関する相談件数

虐待認定件数

成年後見セミナー 上伊那成年後見センター委託

市民後見人養成講座 上伊那成年後見センター委託

事業所連絡会 虐待研修、多頭飼育問題

・経済的虐待の増加
・養護者を含む複合的課題を
抱える世帯や障がい者の高齢
化に伴う支援の必要性
・各関係機関、専門職との顔
の⾒えるネットワーク化

・町⺠／認知症
や家族介護者支
援等への啓発
・社協コーディ
ネーターや関係
者間の連携
・専門職向け研
修
・ケア会議の実
施

・研修内容︓
伴走型支援、
意思決定支援
に関する知識
等 事業所連
絡会を通じて
実施

・みのわの実での啓発
・専門職向けの研修
・終活セミナーでの啓発

内容 備考

計画区分

NO 目指す姿 課題
取組の方向性・
考え方・手段

取組
担当 備考


